








要約:初産婦を対象に妊娠中の不安状態の程度と、その原因を調べることを目的に研究を

行った。対象は平成 8 年 5 月から 11 月までに北里大学病院産科に通院中の妊婦で、産科

合併症のない初産婦 118 例とした。妊娠中期と妊娠後期の母親学級の際に STAI (State

Trait Anxiety lnventory)を用いて不安尺度の測定を行った。状態不安が 48 以上の群を

高不安群、47 以下を正常群として比較した。状態不安は妊娠中期が 43.5±8.8,妊娠後期

には 38.3±8.1 へと有意に低下した(t=8.30.p<0.001)。このうち、夫のみと暮らしている

核家族の例では 43.3±8.9 から 38.1±8.1 に有意に低下したのに対して(t=8.55.

p<0.0001 )、夫の家族と同居している例では 45.4±9.5 から 42.1±9.3 と有意な低下がな

かったい(t=O.77, N.S. )。妊娠中期の高不安群では夫以外の育児協力者の有無、協力者

「なし」もしくは「未定」と答えた者が有意に多かった。また妊婦に対する夫の理解度も

「解ってくれない」もしくは「どちらともいえない」と答えたものが有意に多かった。妊

娠した時の気持ちについては、「嬉しくなかった」もしくは「どちらともいえない」と答

えたものが有意に多かった。これら不安の高い例での不安の要因をみると、「分娩」につ

いては「とても心配」と答えたものが有意に多かった。これから母親学級のような保健指

導で妊婦の不安は軽減しているが、―部に不安の持続する例があり、各例の不安要因を把

握したうえでのさらなる保健指導の充実が必要であるといえる。


